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11:50

流山の魅力を探り、子ども向けのPRを考える

ＳC内にレストラン・駅前にフード
コートあり

コース紹介

流山と言えば，働きながら子育てしやすいパパとママ思いな街。
でも，親たちだけでなく，子どもたちにとっても遊んで，学んで，楽しめる魅力が
いっぱいの街。最近、子育て世代に人気の「都心から一番近い森のまち」の魅力を
子どもたちにも伝えたい！流山コースでは子ども向けのＰＲを考えます。

バス移動 流山駅前出発→麗澤大学着

目　的

フィールドワーク

16:0015:20

12:40 昼食

13:00 15:10 流山本町界隈

15:10 15:20 徒歩移動 流山駅前まで徒歩で移動

12:40 13:00 バス移動 流山おおたかの森駅東口・ミニス
トップ前出発→流山駅前着

11:00 市野谷の森探検ツアー NPOさとやま・恵良さんのガイドに
よる市野谷の森探検ツアー

11:00 11:50 流山おおたかの森駅周辺 流山おおたかの森駅まで徒歩で移動し
ながら周辺フィールドワーク

時間 行き先 備考

9:45 10:15 バス移動 麗澤大学出発→流山市水道局着

10:15

体験型宝探しゲーム「流山ねずみ小
僧伝説」に参加しながら本町界隈
フィールドワーク
「喜望石」を発見し、「万華鏡ギャ
ラリー見世蔵」に報告

流山コース
『子どもたちに知ってもらおう～都心から一番近い森のまち」流山の魅力発見!!～』

(イメージ)



年

年

年2

メンバー

東洋学園大学

江戸川大学

東洋学園大学

3

Ａチーム 『NPOで活性化！』

藤田　さん

高岩　さん

杉浦　さん

2

発表内容
子どもや学生が地域や市民活動に関わるきっかけづくりと地域課題解決のため
NPOを設立する。福祉、自然体験、ボランティア活動等を通して、子どもや学生
が市民活動や地域に参加しやすくなり地域課題解決につながる仕組みを提案した。



・

・

・

・

・

意見交換 参加学生
若者とお年寄りのシェアハウスの案は驚いたが、反対する
自治体もあるのでは？

講　評
江戸川大学
濱田教授

流山Aコースは、お年寄りとのシェアハウスなど学生ならでは
の発想で学生と地域をつなげる仕組みの提案となっていた。す
べてNPOで解決するのではなく、さらに具体的なアクションの
提案があるとなお良かった。

NPOではなくサークルでも実現できるのでは？

NPOに対する具体性があるとなお良い。

情熱が伝わってきた。

自分たちがやろうと思わないことはできないので、方向性
は良かった。他大学との間で接点ができれば、いろんなこ
とができるかも。



年

年

年

年

メンバー
江戸川大学

聖徳大学

日本橋学館大学

3

2

Ｂチーム

1

中村　さん

萩野　さん

倉持　さん

『暮らしたい四季のまち』

3東洋学園大学

遠藤　さん

発表内容
『都心から一番近い森のまち』というイメージをいかし、流山の自然＝四季で彩美
しいまちとしてPRする。具体的なPR方法として、木製のガードレールの設置や、
四季折々のイベント、TXの車内CMの実施を提案した。





・

江戸川大学
濱田教授

学生ならではの発想でまちを変える様々なしかけを提案してい
た。さらに具体的なアクションの提案があると、より一層良い
発表となった。

活動の様子

流山市
車内広告にかかる費用は非常に高いため、予算も含めて検討す
る必要がある。

意見交換 参加学生 最後のCMの劇は具体性があり良かった

講　評

市野谷の森を散策 白熱した議論


